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反原発うたいたい 

日
音
協
は
11
月
14
日
、
第
57
回
定
期

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年

度
活
動
方
針
と
諸
会
計
予
算
を
原
案
ど
お

り
決
定
し
た
後
、
第
３
号
議
案
「
音
楽
祭

の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
案
）
」
を
議
論
し
て
い
る
途
中
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
切
れ
、
休
会
の
や
む
な

き
に
至
り
ま
し
た
。 

総
会
は
、
東
京
都
豊
島
区
の
巣
鴨
地
域

文
化
創
造
館
の
会
議
室
で
の
対
面
参
加
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ズ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
経
由
し
た
リ
モ
ー
ト
参
加
と
の
混
成

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）
で
開
催
し
ま
し
た
が
、

総
会
議
長
や
松
本
会
長
の
参
加
す
る
会
議

室
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
切
れ
、
す

み
や
か
な
復
旧
が
で
き
ず
、
し
か
も
会
議

室
の
使
用
延
長
も
で
き
な
か
っ
た
た
め

に
、
休
会
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

翌
15
日
、
日
音
協
は
幹
事
会
を
開
催

し
、
総
会
議
長
と
も
協
議
し
て
、
12
月
13

日
（
日
）
13
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
続
開
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

総
会
は
13
時
15
分
に
開
会
。
坂
口
副

会
長
の
司
会
の
も
と
、
日
音
協
ソ
ン
グ
２

０
２
０
の
幹
事
会
推
薦
曲
３
曲
を
演
奏
。

続
い
て
総
会
議
長
に
岩
藤
範
雄
さ
ん
を
選

出
。
11
支
部
12
人
の
代
議
員
の
出
席
（
欠

席
支
部
も
役
員
が
出
席
）
を
確
認
し
て
、

松
本
会
長
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。 

会
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
第
53
回
は
た
ら
く
も
の
の
音 

楽
祭
の
先
送
り
を
は
じ
め
、
音
楽
活
動
も

大
衆
行
動
も
困
難
な
数
か
月
間
に
な
っ

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
広
が
っ

た
数
か
月
間
で
も
あ
っ
た
。
感
染
症
の
収

束
を
期
待
し
て
、
沖
縄
で
の
音
楽
祭
に
向

け
準
備
し
た
い
。
音
楽
祭
の
現
状
と
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
い
っ
て
い
の
ま

と
め
を
提
案
す
る
の
で
ご
議
論
を
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

経
過
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
に

対
し
て
、
14
支
部
が
発
言
し
ま
し
た
。 

【
富
山
】
12
月
に
県
支
部
拡
大
事
務
局
会

議
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
打
合
せ
、
１
月
に

各
団
体
旗
開
き
、
２
月
に
県
支
部
第
46
回

総
会
を
取
り
組
ん
だ
。
２
月
私
鉄
北
陸
地

連
バ
ス
う
た
ご
え
を
聴
き
に
行
っ
た
、
関

係
を
つ
く
り
た
い
。
そ
の
後
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
演
奏
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

７
月
に
葉
っ
ぱ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
音
楽
祭
が
き
っ
か
け
。
８
月
に

被
爆
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
。
10
月
に
西
田

地
方
保
育
園
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
。 

   

  

  

【
長
野
】
４
月
の
県
支
部
総
会
は
書
面
決

議
に
な
り
、
集
会
も
開
催
さ
れ
な
く
な
っ

た
。
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
は
第
２
水
曜
日
で

継
続
し
て
い
て
、
６
人
集
ま
る
。
９
月
20

日
は
７
人
で
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
を

う
た
っ
た
。
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
も
毎
月
１
回

４
人
ぐ
ら
い
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

【
千
葉
】
３
月
か
ら
会
場
が
使
え
ず
練
習

で
き
な
い
。
９
月
上
旬
か
ら
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
感
染
へ
の
不
安
か
ら
再
開

で
き
な
い
。
な
の
は
な
ユ
ニ
オ
ン
キ
ャ
ラ

バ
ン
が
延
期
さ
れ
て
９
月
に
あ
っ
た
。
私

ひ
と
り
だ
が
参
加
し
て
う
た
っ
て
き
た
。 

【
青
森
】
１
月
に
２
年
ぶ
り
の
総
会
に
８

人
、
カ
フ
ェ
「
か
く
れ
ん
ぼ
」
で
こ
れ
か

ら
集
ま
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
し
た
。

具
体
化
の
最
中
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
集
ま

り
き
れ
て
い
な
い
。 

【
新
潟
】
６
月
に
総
会
を
開
催
。
２
月
半

ば
以
後
の
春
闘
期
、
夏
は
活
動
が
な
か
っ

た
。
自
治
労
新
潟
県
本
部
音
楽
運
動
推
進

委
員
会
と
し
て
、
10
月
に
青
年
部
総
会
の

冒
頭
で
う
た
っ
た
。
青
年
層
に
聴
い
て
も

ら
う
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。 

【
北
海
道
】
１
月
に
総
会
と
合
宿
を
開
催
、

９
月
に
も
う
一
度
合
宿
を
し
た
。
10
月
に

予
定
し
て
い
た
ブ
ー
ビ
ー
バ
ン
ド
フ
ァ
イ

ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
会
場
が
使
え
な
く
中

止
と
な
っ
た
。
来
春
に
向
け
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。 

【
秋
田
】
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
in
秋

田
、
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
、
食
と
水
・
み
ど

り
の
集
会
が
中
止
に
な
り
、
合
宿
も
中
止

に
な
っ
た
。「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
の
合
唱
は
、
２

回
集
ま
っ
て
、
練
習
会
と
収
録
を
し
た
。 

（
２
面
に
つ
づ
く
） 

 

  

  

【
岩
手
】
12
月
に
２
０
１
９
は
た
ら
く
も

の
の
音
楽
祭
in
い
わ
て
、
翌
日
に
２
０
２

０
岩
手
県
支
部
総
会
。
会
長
が
豊
巻
直
子

さ
ん
か
ら
高
橋
伸
明
さ
ん
に
交
代
し
、
事

務
局
長
は
佐
藤
幸
子
さ
ん
。
１
月
の
社
民

党
・
平
和
環
境
セ
ン
タ
ー
旗
開
き
の
後
は

活
動
が
で
き
て
い
な
い
。 

【
東
京
】
11
月
に
都
支
部
コ
ン
サ
ー
ト
、

11
団
体
が
演
奏
、
88
人
が
参
加
。
そ
の

中
で
小
島
力
さ
ん
の
送
別
の
演
奏
を
企

画
。
２
月
に
都
支
部
総
会
。
３
月
以
後
は
、

さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
、
メ
ー
デ
ー
、
憲

法
集
会
、
音
楽
祭
が
中
止
に
な
り
、
練
習

も
休
止
。
反
原
発
う
た
い
た
い
の
行
動
も

休
止
と
再
開
の
繰
り
返
し
。
辺
野
古
新
基

地
建
設
反
対
防
衛
省
前
抗
議
行
動
と
東
京

電
力
本
社
前
抗
議
行
動
は
継
続
し
て
演
奏

も
し
て
き
た
。
メ
ー
デ
ー
合
唱
団
も
８
月

か
ら
練
習
を
再
開
。 

【
福
島
】
１
月
に
小
島
さ
ん
を
励
ま
す
会
。

２
月
３
月
に
音
楽
祭
の
あ
り
か
た
で
討

論
。
そ
の
後
、
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な

い
コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
の
集
ま
り
が
持
て
な

い
。
６
月
の
ネ
ッ
ト
音
楽
祭
と
９
月
の
「
フ

ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
の
取
り
組
み
で
、
個

別
に
家
に
行
っ
て
収
録
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
す
る
技
術
力
を
あ
げ
た
い
。
東

北
南
の
取
り
組
み
も
話
し
て
い
た
が
、
ス

ト
ッ
プ
し
て
い
る
。 

 

  

  

議長・岩藤さん 

 

長野・青木さん 

 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 623 号（2） 

（
１
面
よ
り
つ
づ
く
） 

【
茨
城
】
12
月
に
総
会
を
開
催
。
春
闘
決

起
集
会
と
メ
ー
デ
ー
は
中
止
に
な
っ
た
。

ｗ
ｅ
ｅ
ｄ
も
コ
ロ
ナ
で
ラ
イ
ブ
活
動
を
中

止
し
た
。
月
１
回
は
何
と
か
集
ま
ろ
う
と

す
る
が
、
演
奏
を
披
露
す
る
場
が
な
い
。

６
月
に
集
ま
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
音
楽

祭
に
出
演
し
た
。 

【
香
川
】
１
月
に
高
松
地
区
労
・
県
平
労

会
議
合
同
旗
開
き
、
２
月
に
青
年
女
性
団

結
集
会
が
あ
っ
た
が
、
メ
ー
デ
ー
も
反
核

平
和
の
火
リ
レ
ー
も
平
和
友
好
祭
も
縮
小

で
演
奏
の
場
が
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

音
楽
会
は
敷
居
が
高
い
。
使
い
方
を
上
手

に
指
南
し
て
ほ
し
い
。 

【
九
州
】
12
月
に
忘
年
会
で
、
旧
全
逓
ば

か
り
５
人
が
参
加
。
集
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
三
池
大
災
害
11
・
９
抗
議
集
会
に

３
人
で
参
加
、
う
た
っ
て
き
た
。 

【
沖
縄
】昨
年
10
月
31
日
の
首
里
城
焼
失

を
受
け
て
、
第
11
回
笑
顔
笑
顔
の
首
里
城

復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
12

月
に
開
催
、
８
団
体
が
参
加
。
そ
れ
以
後

コ
ロ
ナ
で
演
奏
が
で
き
な
い
が
、
今
年
も

12
月
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

来
年
11
月
に
音
楽
祭
を
開
催
す
る
方
向

で
、
連
合
沖
縄
会
長
と
相
談
を
始
め
て
い

る
。 

  
 

  

「
コ
ロ
ナ
で
活
動
が
思
う
よ
う
に
な
ら

な
い
一
方
で
作
品
を
つ
く
る
努
力
も
さ
れ

て
き
た
」
と
い
う
金
田
事
務
局
長
の
答
弁

を
受
け
て
、
３
報
告
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

休
憩
を
挟
ん
で
、
議
案
第
１
号
「
日
音

協
２
０
２
１
年
度
活
動
方
針
（
案
）」
と
議

案
第
２
号
「
日
音
協
２
０
２
１
年
度
諸
会

計
予
算
（
案
）」
が
提
案
さ
れ
、
４
支
部
が

発
言
し
ま
し
た
。 

【
千
葉
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

音
楽
活
動
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
活
用

の
た
め
の
知
識
や
機
材
に
つ
い
て
教
え
て

欲
し
い
。
日
音
協
外
の
人
に
も
聴
い
て
も

ら
え
る
音
質
が
必
要
。
千
葉
の
会
員
数
は

宮
本
さ
ん
の
退
会
に
よ
り
10
人
に
な
る
。 

【
北
海
道
】
中
止
に
な
っ
た
千
葉
の
音
楽

祭
が
第
53
回
、
来
年
は
第
54
回
で
は
な

い
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
音
楽
会
は
、
継

続
的
に
ず
っ
と
行
わ
れ
る
の
か
。
日
音
協

ソ
ン
グ
応
募
曲
集
は
何
部
つ
く
っ
た
か
。 

【
香
川
】
次
回
の
音
楽
祭
が
第
53
回
と
い

う
の
は
違
和
感
が
あ
る
。
第
54
回
が
一
般

的
で
は
な
い
か
。 

【
富
山
】
私
も
回
数
は
重
ね
た
方
が
い
い

と
思
う
。 

 

幹
事
会
が
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

は
幹
事
会
も
お
手
伝
い
し
た
い
。
５
月
幹

事
会
で
来
年
沖
縄
を
第
53
回
と
判
断
し

て
、
７
月
全
代
会
議
に
報
告
し
て
異
議
な

く
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
ら
た
め
て

ご
理
解
を
お
願
い
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
音
楽
会
は
日
常
的
に
演
奏
の
交
流
が
で

き
る
も
の
と
し
て
、
暦
年
で
継
続
し
て
い

く
。
千
葉
の
会
員
数
は
11
月
１
日
現
在

10
人
と
訂
正
す
る
。
予
算
は
組
み
替
え
な

い
が
、
１
人
減
を
前
提
に
執
行
し
て
い
く
。

日
音
協
ソ
ン
グ
の
あ
り
方
を
今
後
検
討
し 

グ
を
経
由
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議
と
し
て
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｄ
等
は
代
議
員
と
12

月
７
日
ま
で
に
参
加
報
告
の
あ
っ
た
個
人

会
員
、
傍
聴
者
に
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
松
本
敏
之
） 

   

て
い
く
。
応
募
曲
集
は
会
員
と
機
関
紙
読

者
全
員
に
届
け
る
」
と
答
え
、
両
議
案
は

賛
成
多
数
で
提
案
通
り
決
定
し
ま
し
た
。 

続
い
て
議
案
第
３
号
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
は
じ
め
に
書
い
た
と
お
り
、
議
論

の
途
中
で
休
会
に
な
っ
て
し
ま
い
、
12
月

13
日
の
続
開
総
会
で
引
き
続
き
議
論
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
続
開
総
会

で
の
議
論
と
あ
わ
せ
て
来
月
の
『
音
楽
運

動
』
で
ご
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
突
然
切
れ
た
こ
と

も
会
議
室
の
時
間
が
延
長
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
、
幹
事
会
の
準
備
不
足
と
見
通
し

の
甘
さ
が
原
因
で
あ
り
、
紙
面
を
借
り
て

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。 

 

続
開
総
会
は
、
12
月
13
日
13
時
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ズ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン 

  

沖縄・平良さん 

2021.2.12夜～2.14 

東京都・小平市 

詳細は後ほど。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 623 号（3） 

 

日
音
協
ソ
ン
グ
２
０
２
０
の
応
募
曲
15
曲
の
中
か
ら
、
次
の

３
曲
を
幹
事
会
推
薦
曲
と
し
ま
し
た
（
五
十
音
順
）。 

『
雨
の
に
お
い
に
さ
そ
わ
れ
て
』（
※
５
面
に
掲
載
し
ま
し
た
） 

詩
・
曲
＝
の
ぞ
み
（
岩
手
県
支
部
） 

『
あ
り
が
と
う
の
花
束
』
詩
・
曲
＝
山
本
英
二
（
新
潟
県
支
部
） 

『
凶
暴
の
風
』
詩
・
曲
＝
宮
脇
昌
典
（
香
川
県
支
部
） 

 

応
募
の
15
曲
は
い
ず
れ
も
力
作
で
、
４
回
に
わ
た
っ
て
幹
事

会
で
激
論
を
し
ま
し
た
が
、
自
分
が
表
現
さ
れ
て
い
る
、
職
場

が
描
か
れ
て
い
る
、
今
の
運
動
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
絵
（
風

景
）
が
浮
か
ぶ
、
な
ど
の
点
が
評
価
さ
れ
て
、
幹
事
会
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
応
募
い
た
だ
い
た
15
曲
す
べ
て
の
楽
譜
を
、
「
日
音
協
ソ
ン

グ
２
０
２
０
応
募
曲
集
」
と
し
て
す
べ
て
の
会
員
、『
音
楽
運
動
』

読
者
に
お
届
け
し
ま
す
。 

              

2017沖縄行動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 623 号（4） 

＊アルバムは D.W.ニコルズ ONLINE SHOP と Amazon限定販売 

 

左から、萬玉あい（Drums,etc）、わたなべだいすけ（Vocal,Acoustic Guitar）、 

まなん（Bass,etc）、鈴木健太（Guitar,etc） 

 （D.W.ニコルズ/ Haleiwa records/33 分 40 秒/２７５０円） 

 ここに紹介するアルバムは、ある

意味手づくり。今年９月にリリース

されたのだが、制作期間はコロナ禍

で人々が自粛を余儀なくされてい

た期間と重なる。 

 D.W.ニコルズの名を知っている

人はそれ程多くはないだろう。でも

どこかで聞いたような名前……と

思った方、そう、バンド名は、自然

を愛するメンバーのイニシャル

「D.W」が、敬愛する故 C.W.ニコ

ルさんのイニシャルに似ていたこ

とで故 C.W.ニコルさんの公認を得

て、名づけたもの。 

 ニコルズのメンバーは４人。

Vo&G わたなべだいすけのつくる

普段の言葉で心に染みる詞とメロ

ディーに、鈴木健太のギター、まな

んのベース、萬玉あいのドラムが加

わって、開放的な明るさを生みだし

ている。とくに鈴木健太はギターだ

けでなく、ウクレレ、バンジョー、

マンドリンなどもこなし、楽曲全体

のサウンドを支える。 

 コロナ禍でさまざまなコンサー

トやライブが中止を余儀なくされ

ているが、アーティストにとって、

経済的なことはもちろん、演奏の

場、自己表現できる場がないという

のは、とても辛いこと。ステージに

立って演奏し、観客といっしょに楽

しむということが、私たちの想像以

上に彼らにとって生きる糧になっ

ていたようだ。そのことに彼ら自身

が気づいたことで、彼らの活動にも

変化が生まれた。 

  

コースティック楽器だけでアレン

ジして、原曲の雰囲気を変えた。し

っとりと、想っている誰かへの気持

ちがより募る。「夢のような毎日」

は、いっしょに口ずさみたくなる

曲。君の悲しみをすりおろしてご飯

にかけて食べてあげるよ、と歌うわ

たなべだいすけのボーカルと、女性

２人のコーラスが乗り、鈴木健太の

ギターが冴える。 

 深まる秋。空の透き通った青さ、

枯れていく草木の色、ビルの窓に反

射する光、風の冷たさ、周りにある

ものすべてに心が震える季節。寒さ

増す中、人の温もりを感じられる彼

らの音楽に触れてほしい。 

    

（新潟県支部・山本英二） 

 

 

自身の楽曲をアコースティッ

ク・セルフカバーし、自宅や所属事

務所のオフィス、倉庫といった普段

の生活の場所で、鈴木健太が録音・

ミックス。そしてパッケージする作

業もセルフで。ライブの装飾や、感

染防止の機材まで DIY する彼ら。

器用という言葉で済ますのではな

く、いまできることを自分たちの手

でやる、という姿勢が、彼らの音楽

に特別な価値を生み出している原

点だと感じた。 

 このアルバムからお勧めをあげ

ると、１曲目の「はるのうた」と、

最後８曲目の「夢のような毎日」の

２曲。「はるのうた」は、離れた人

を想う歌。YouTube でプロモーシ

ョンビデオが見られるが、今回はア 

 

 

 

さ
さ
や
か
で
も
歌
え
る
場
を 

＝
都
支
部
交
流
会
を
開
催
＝ 

 

11
月
21
日
（
土
）
、
北
区
滝
野
川
会
館
小
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
都
支
部
交
流
会
を
開
催
し
た
。 

例
年
な
ら
『
都
支
部
コ
ン
サ
ー
ト
』
な
の
だ
が
、

会
場
は
確
保
し
て
あ
る
も
の
の
、
利
用
人
数
の
制

限
は
続
い
て
い
る
。
観
客
を
迎
え
て
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
す
る
目
途
は
立
た
な
い
。
で
も
『
歌
え

る
場
』
は
作
り
た
く
て
、
会
員
及
び
会
員
中
心
の

サ
ー
ク
ル
に
限
定
し
て
の
演
奏
交
流
会
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
緊
急
の
予
定
変
更
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
参
加
者
を
事
前
に
把
握
し
、
思
い
つ
く
か
ぎ

り
の
感
染
対
策
を
準
備
し
た
。 

当
日
は
27
名
参
加
、
10
団
体
が
演
奏
。
体
調
不

良
で
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
１
名
あ
っ
た
が
、
久
し
ぶ

り
に
仲
間
に
会
い
、
演
奏
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き

た
。 こ

の
一
年
、
公
共
施
設
の
使
用
制
限
も
長
く
、

練
習
の
場
所
が
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
、
介
護

等
の
事
情
に
よ
っ
て
更
な
る
苦
労
を
し
た
仲
間
も

い
る
。
そ
れ
で
も
公
園
で
練
習
す
る
な
ど
其
々
が

歌
い
続
け
る
努
力
を
し
て
き
た
成
果
が
、
仲
間
内

だ
け
で
は
あ
る
も
の
の
、
確
認
し
あ
え
る
機
会
と

な
っ
た
。
合
唱
を
深
め
て
い
る
、
街
頭
で
歌
っ
て

い
る…

普
段
会
え
な
い
仲
間
の
芯
の
強
さ
を
感
じ

た
。
残
念
な
が
ら
『
合
評
会
』
と
い
う
打
ち
上
げ

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
仲
間
の
演
奏
に
励
ま
さ
れ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
み
ん
な
歌
っ
て
い
る
。

歌
い
続
け
て
い
る
。
心
強
い
。 

（
東
京
都
支
部 

森
理
子
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 2020年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 623 号（5） 

【非常勤 BLUES】 
 

先生いつもどこにいるんですか 

聞かれるたびに答えるよ 

「お前らの目の前だ」 

非常勤ブルース  一コマなんぼの俺の生活 

 

アルプス一万尺  

ひとコマひと月 3万弱 

非常勤ブルース  一コマなんぼの俺の生活 

 

ウルトラマンは３分間 

俺の授業は 90分！ 

非常勤ブルース   一コマなんぼの俺の生活 

 

そんな俺にも明かり見える 

真っ赤な真っ赤な明かりが見える 

俺を照らすのは 非常灯！ 

非常勤ブルース   一コマなんぼの俺の生活 

 

非常勤ブルース 非常勤ブルース  

早くしなくちゃ 仙人になっちゃうよ 

 

 

皆さま、イットクフェス 2020・茱萸坂ステージ、お疲れ

さまでした！朝イチの坂口さんの開会のことばからラストま

で、じっくり拝見しました。このやってらんない現実の中で、

どっこいやっていくための歌と言葉とドラマを繰り出すステ

ージには、とても心を打たれました。ご一緒できて、とても嬉

しいです。 

コールさとう、現在５３歳。「非常勤 BLUES」を歌いはじ

めて、もう１５年ほど。計算すると、３０代後半からというこ

とになります。この間、教育・文化機関の職員の非正規労働者

率も上がりました。状況はますます厳しくなっています。これ

まで、教育者である前に「表現者」でありたいと思い、自身の

喜怒哀楽はもちろんのこと、社会への問いかけもあわせて、言

葉と歌で表現してきました。しかし、2016 年に自死した研

究者 Nさん（女性、43歳）や 2018年に九州大学の研究室

で焼死した元・大学院生 K さん（男性、46 歳）のことを考

えると、やり切れなくなります。おそらく、N さんと K さん

はネット他のメディアで「非常勤ブルース」の記事（2009

年２月 14日、朝日新聞・社会面）を目にしていたはずです。

ひょっとしたら、歌も耳にしていたかもしれません。しかし非

常勤ブルースには、どっこい生きているよということは表現さ

れていても、「まずは生きていようよ」、「研究者も人間として

独りじゃないよ」というメッセージが欠けていた。それが、僕

の反省です。 

茱萸坂ステージで聴いたどの歌にも、手を取り合うことの大

切さが込められていたと感じます。福島から届けられた歌、親

子で家庭から平和を訴える歌、国会議事堂にむけて放たれる矢

のような歌と劇。それぞれには、生きる力への讃歌がありまし

た。織田和家さん、坂口美日さんからのお誘いで、日音協の皆

さんとまたこのようにつながることができました。これをご縁

に、ひとに届く歌をうたえるよう精進したいと思います。皆さ

んと一緒に、「歌の力」を信じて。どうぞよろしくお願い致し

ます。 

 

 

コールさとう 

大学非常勤講師／宗教学・人類学 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 623 号（6） 

▼
今
年
も
年
賀
状
の
シ
ー
ズ
ン
が
近
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
家
族
の
訃
報
に
よ

っ
て
年
賀
状
を
遠
慮
し
た
い
と
す
る
人

や
、
「
年
賀
状
を
出
す
の
は
こ
れ
が
最

後
」
と
い
う
案
内
が
年
々
増
え
て
い
る

の
は
や
は
り
寂
し
い
。
後
期
高
齢
者
に

着
実
に
近
づ
い
て
い
る
。
な
か
に
は
、

昔
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
た
だ
い
た
方

の
家
族
か
ら
訃
報
が
届
い
た
り
す
る

と
、
も
し
年
賀
状
の
や
り
と
り
が
な
か

っ
た
ら…

と
思
う
。
▼
毎
年
届
く
多
く

の
方
の
年
賀
状
は
判
で
押
し
た
よ
う

に
、
干
支
を
ス
タ
ン
プ
し
た
も
の
や
紋

切
り
型
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
ア
リ
バ

イ
的
で
す
。
ま
あ
、「
生
存
確
認
書
」
と

思
い
納
得
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

せ
っ
か
く
出
す
以
上
も
ら
っ
た
ほ
う
が

ホ
ッ
コ
リ
と
す
る
よ
う
な
も
の
を
つ
く

り
た
い
も
の
。
一
年
を
振
り
返
っ
て
ど

ん
な
だ
っ
た
か
を
自
分
の
都
合
の
良
い

よ
う
に
並
べ
、
今
年
の
抱
負
を
等
身
大

に
書
く
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
▼
メ

ー
ル
で
済
ま
せ
る
と
い
う
人
が
増
え
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
日
本
は
紙
に
書
く

と
い
う
文
化
が
古
く
か
ら
根
づ
い
て
い

ま
す
。
紙
の
普
及
に
は
水
の
良
さ
が
役

立
っ
て
い
ま
す
。
雨
量
が
多
く
山
が
切

り
立
っ
て
い
て
川
の
流
れ
が
速
い
た
め

に
水
が
き
れ
い
だ
か
ら
で
す
。
雨
の
多

さ
は
植
物
の
生
育
に
も
適
し
て
い
て
紙

の
原
料
が
何
処
で
も
採
れ
ま
す
。
▼
み 

な
さ
ん
、
紙
の
文 

化
を
大
切
に
し
年 

賀
状
を
出
し
ま
し 

ょ
う
。（
お
前
は
総 

務
省
＝
旧
郵
政
省 

の
回
し
者
か
？
） 

                                                     

 

   

 

     

 

    

   

                          

（137） 

飯島貞親 

▼11 月 3 日に開催されたイットクフェ

ス。日音協が担当するうたう茱萸坂ステ

ージは、小春日和に恵まれ、17 組の演

奏団体と、それを聴きにきた方々と、そ

して全体を支えるスタッフを東京都支

部の皆さんがになってくださったこと

で大成功のうちに終了することができ

ました。特に、今年はコロナ対策という

ことで検温係を最初から最後まで担当

してくださった長島さん。また、マイク

関連の消毒係を担当してくださった狭

石さん、松崎さんもありがとうございま

した。そして、案内係とカンパの呼びか

けを担当してくださった森さんのおか

げで、歌う茱萸坂ステージで集めたカン

パ額は、11 ステージ中、なんと第二位

でした！（って競うものではありません

が）▼演奏も最高に充実していました！

17 組のうち、日音協関係の出演者は、

反原発うたいたい、Cantus(カントゥ

ス）、おだかずや、瓦井孔二、Piggies、

VJkin、Rico &Tatsu  の７組。コール

さとうと川口真由美さんははたらくも

のの音楽祭にも出演してくださってい

ますが、17 組、それぞれの方の演奏と

表現が、それぞれに深かったり刺激的だ

ったり 11 時〜20 時までの９時間は豊

かに過ぎてゆきました。そして他の出演

者の方からは、「歌う茱萸坂ステージ」

はあったかくて良い、ステージらしいス

テージ、安心して演奏できた、音も良か

った、などなど。▼そして終了後の片付

けは、スタッフの他にも、出演者、聴い

ていた方が手伝ってくださったので、あ

っという間でした。これも、歌う茱萸坂

ステージならではの光景かもしれませ

ん。▼PA を、初回から担当していただ

いた日下さんと、PA 補助として今回初

で入って頂いただいた東京都支部の岩

野さん。９時に集合し準備から演奏終了

後の片付けまで約 12 時間の長丁場でし

たが、お 2 人ともいつも笑顔が絶えず、

色々なハプニングにも始終和やかに対

応頂きました。        （坂口） 
 

 

 

 

 

【
参
加
者
】
す
ー
さ
ん
、
よ
う
こ
さ

ん
、
森
さ
ん
、
坂
口
さ
ん
、
な
べ
さ

ん
、
長
島 

（
モ
リ
ヤ
さ
ん
、
イ
サ

さ
ん
） 

 
 

 
 

計
６
名
＋
２
名 

 

経
済
産
業
省
前
の
抗
議
行
動
は

官
邸
前
行
動
が
始
ま
る
何
年
も
前

か
ら
続
い
て
い
る
。
高
木
仁
三
郎
さ

ん
も
参
加
し
た
時
が
あ
っ
た
そ
う

だ
。
私
は
今
日
も
終
わ
る
頃
に
や
っ

と
到
着
。
ス
ー
さ
ん
が
ス
ピ
ー
チ
し

モ
リ
ヤ
さ
ん
の
ギ
タ
ー
で
『
真
実
は

沈
ま
な
い
』
と
『
座
り
こ
め
こ
こ
へ
』

を
歌
っ
た
と
ス
ー
さ
ん
か
ら
聞
い

た
。
私
た
ち
の
行
動
６
時
半
か
ら
。

茱
萸
坂
に
早
め
に
着
い
た
の
で
反

原
連
の
官
邸
前
の
方
を
開
始
前
に

の
ぞ
い
て
み
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
者
は

日
本
全
国
で
１
０
０
０
名
を
越
え

る
日
が
続
い
て
い
る
。
東
京
の
感
染 

官
邸
前
反
原
発
行
動 

11
／
６
（
４
０
２
回
）
報
告  

長
島 

 

者
は
金
曜
日
な
の
に
２
０
０
名
越

え
。
な
の
に
、
今
日
は
一
時
よ
り
人

が
集
ま
っ
て
い
る
。 

久
し
ぶ
り
に
ピ
ア
ニ
カ
で
『
お
迎

え
の
歌
』
『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』

『
む
ら
さ
き
つ
ゆ
く
さ
の
歌
』
を
弾

い
て
み
る
。
森
さ
ん
が
到
着
し
準
備

し
て
い
る
う
ち
に
、
よ
う
こ
さ
ん
、

ス
ー
さ
ん
、
坂
口
さ
ん
と
到
着
し

た
。
イ
ッ
ト
ク
フ
ェ
ス
も
終
わ
り
、

『
永
チ
ュ
ー
（
永
田
町
の
中
心
）
で

叫
ぶ
』
に
参
加
し
た
ス
ー
さ
ん
は
、

『
表
現
の
自
由
の
歌
』
と
『
ビ
ニ
ー

ル
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
功
罪
に
つ

い
て
の
歌
』
を
歌
っ
た
と
披
露
し
て

く
れ
た
。
よ
う
こ
さ
ん
は
「
前
回
練

習
し
て
い
た
と
こ
ろ
は
う
ま
く
い

っ
た
の
？
」
と
気
に
し
て
く
れ
た
。

『
反
原
発
う
た
い
た
い
の
テ
ー
マ
』

の
転
調
す
る
と
こ
ろ
。
何
と
な
く
歌 

っ
て
い
た
よ
。 

さ
あ
、
今
日
の
行
動
の
始
ま
り

だ
。
『
お
迎
え
の
う
た
』
か
ら
歌
い

始
め
る
。
続
い
て
『
あ
た
り
ま
え
の

地
球
』『
風
車
の
唄
』『
フ
ク
シ
マ
を

く
り
返
す
な
』『
双
葉
の
秋
』『
原
発

な
く
た
っ
て
』
と
歌
う
。
美
日
さ
ん

に
『
む
ら
さ
き
つ
ゆ
く
さ
の
歌
』
を

リ
ク
エ
ス
ト
。
ナ
ベ
さ
ん
が
や
っ
て

き
た
。
『
茱
萸
坂
賛
歌
』
を
歌
い
、

今
日
は
達
哉
く
ん
は
い
な
い
け
ど

『
子
ど
も
ら
の
明
日
の
た
め
に
』
を

歌
う
。
ナ
ベ
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は

炭
酸
ガ
ス
が
・
・
・
で
始
ま
る
う
た

『
明
日
が
あ
る
』
の
替
え
歌
で
『
♪

原
発
に
ゃ
明
日
は
な
い
♪
』
が
歌
い

た
い
と
。
よ
う
こ
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス

ト
は
『
茱
萸
坂
の
祈
り
』。『
そ
ん
な

世
界
が
一
番
』
を
長
島
が
リ
ク
エ
ス

ト
。
行
動
に
参
加
し
て
い
る
写
真
家

の
方
が
、
立
派
な
カ
メ
ラ
で
私
た
ち

の
歌
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
撮
っ
て

い
か
れ
た
。 

行
動
の
最
中
に
加
本
さ
ん
か
ら

の
メ
ー
ル
に
気
が
つ
い
た
。
そ
の
中

に
来
年
３
月
で
反
原
連
主
催
の
金 

曜
行
動
は
終
了
と
あ
り
ビ
ッ
ク

リ
！
私
た
ち
は
ど
う
す
る
？
と
り

あ
え
ず
今
日
は
コ
ロ
ナ
感
染
も
増

加
中
な
の
で
７
時
半
ち
ょ
う
ど
に

『
お
見
送
り
の
歌
』
を
歌
い
終
了
と

し
た
。
イ
サ
さ
ん
と
モ
リ
ヤ
さ
ん
が

歌
い
終
わ
っ
た
と
き
に
来
て
く
れ

た
。 今

日
の
話
題
「
『
お
見
送
り
の
歌
』

を
歌
う
前
に
季
節
は
何
で
歌
う
か

決
め
よ
う
ね
」
と
。
今
日
は
「
冬
」

だ
っ
た
り
「
秋
」
だ
っ
た
り
そ
れ
ぞ

れ
の
季
節
感
で
歌
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
。
コ
ロ
ナ
感
染
を
恐
れ
て
、
ま

た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
参
加
で

き
な
い
反
原
発
う
た
い
た
い
の
み

な
さ
ん
、
つ
た
な
い
報
告
で
す
が
、

み
な
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
に
な
っ
て

い
る
な
ら
報
告
す
る
の
も
悪
く
な

い
な
。
最
後
に
イ
ッ
ト
ク
フ
ェ
ス
で

反
原
発
う
た
い
た
い
に
参
加
し
て

く
れ
た
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
寒
く
な
っ
て
き
た
の

で
体
調
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気

を
つ
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

 


